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役/,t. 給含t
食ぺていた？！

認養、と言えば母校で食べるものだよね。桑良蒔代
へいじょうきゅう しごとば

には平城宮ではたらく役人たちが、どうやら仕事場で給

食を食べていたようだよ。しかも、 1日のうち、朝とタ

の 2 回も。役人たちは早朝に邑~ih していたから、朝ご巌
は仕事仲間と一緒に食べたんだろうね。

へいじょうきが池き はっくつちょうさ

平城宮跡の発掘調査では、同じような形の
す あな

；・＼食器がたくさん捨てられたごみ捨て穴が見つ-. 
かったよ。これらは、役人の給食用の食器だ

と考えられているんだ。
u;, つど

ちなみに、平城宮跡ではおはしもたくさん出土していて、日本
ころ つかはし

ではこの頃からおはしがさかんに使われ始めたと考えられている

ょ。まだまだおはしがうまく使えない役人もいたかもしれないね。

朽
し
の
好
物
は

娩
い
た
年
知
じ
ゃ
よ

何t含ぺていtこの介む？

平城宮の役人の給食は、どんなメニュー
のこ

だったのかな？木筋や正倉院に残された
しリょう さんこう へいきんてき こんだて

史料を参考にすると、平均的な献立は、“白
しな しる

令ごはん、野菜や魚のおかず2品ほど、お汁、
しお

塩”だったと考えられるよ。塩かげんを
ごの

自分好みにととのえながら食べたんだろ

うね。
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腐＼す残~tこ
食ぺ残し？

へいじょうきゅうせき はっくつちょうさ くだもの やさい

平城宮跡の発掘調査では、果物や野菜のタネやカラなどが
みやこ く

見つかることがあるよ。つまり、都に暮らす人々が出した生
くさ

ごみ（食べかすや食べ残し）が、 1300年もの間、腐らずに
ひじょう めずら

残っていたんだ。これは非常に珍しいこと…？、でもなく、
ぃ-う いど はいすいこう

水分がたっぷりふくまれる遺構（井戸、排水溝、ゴミ捨て穴、
あと

トイレなどの跡）では、羞外ょく見つかるんだ。…ん？トイ
の

レでみつかるタネ…！？ そう、食べた時に飲み込んで、ウ
ま

ンチの中に混ざったってことだね。
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は分茄から）サンショウの実、ブドウのクネ、ナスのクネ、イネのモミカラ．ウリのクネ．トウガンのタネ、ヤマモモのクネ．アケビのクネ．ウメのクネ．

ナツメのクネ、カキのクネ、スモモのクネ （下段左から）アンズのクネ．モモのクネ、ヒメグルミのカラ、オニグルミのカラ．クリのカワ
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上段左から下段右下にかけマ、サザエの7ク ウニのカラ

トピウオのホネ（平lltt・京出土A7ナのホネ（石六寺鼠堂枕出土）IL} ※六をさはバラハラです．

ー
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タネ・カラと言っても大きさはi嘉悶。
よーくみると、護代の養箪でなじみの

あるものもチラホラ…。困国籍色々な養
ャぃ

材が食べられていたんだね。

ギょかいるい

角介類ヤI釘文含ぺていt.:?

平城宮の役所の近くのごみ捨て穴

からは、ウニのカラやサザエのフタ、

トビウオのホネなんかが見つかって

いるよ。また、平城宮内のトイレの
けんび

跡（穴）で見つかったウンチを顕微
きょう ぶたにく

鏡でのぞいたところ、牛肉や豚肉を
きせいちゅう たまご

食べたことがわかる寄生虫の卵が見

つかったんだ。

ヽi・雹霜、？
へいじょうきょう じだい

平城京の時代の料理は一体どんな味がしたのか、
‘しら きろく

何を調べたらわかるかな？レシピの記録が残ってい
さが はっくつ しょっき

ないか探す？それとも、発掘で見つかった食器にこ

びりついた晟苔を券耕してみる？羹は、奈良時代
くわ しょうそういん

の食材について詳しいのは、正倉院に残された、東
ちょうぽ

大寺写経所の帳簿（メモ）なんだ。写経所で購入し
ちょうみ りょう

た食材リストが残っていて、そこに様々な調味料が
とうじょう きょうせき

登場するよ。また、平城宮や京跡の発掘調査では、
うつわ

調味料の名前が書かれた器や木簡が見つかることも

あるんだ。器は容器として、木簡は調味料を送った

り保管したりする時に使われたのかな。

末
醤

いまの誰固料'(_ぢn・・;C)? 

「醤」や「末醤」、「鼓」っていったい
ちょうみりょっ

どんな調味料なんだろう？平安時代中ご
才ょうるいじゅうしょう じしょ

ろに書かれた「和名類緊抄」という辞書

によると、「醤」はヒシホ、「末醤」はミ

ソ、「豆支」はクキと読んだようだよ。ど
げんリょう しょう

れも大豆を主な原料としていて、醤は醤
ゆ みそ きんざんじみそ

油の、末醤は味噌の、鼓は金山寺味噌の
そせん けんきゅうしゃ

祖先と考える研究者もいるよ。
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糖

塩
は
役
人
に
必
ず
与
え
ら
れ
た
、
と
て
も
大
事
な
調
味
料
だ
っ
た
ん
だ
。
塩
を
も

ら
え
な
い
場
合
も
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
不
満
が
書
か
れ
た
木
簡
が
み
つ
か
っ
て
い
る

よ
。
こ
の
不
満
は
、
天
皇
の
住
ま
い
（
内
裏
）
の
門
を
警
備
す
る
担
当
者
リ
ス
ト
の

裏
側
に
書
か
れ
て
い
た
ん
だ
。
不
満
の
主
は
、
警
備
の
関
係
者
だ
っ
た
の
か
な
？
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名杓に歴史あり ?・ ー・
:,t0 s 
スー l ←—て
売ってる食材は？

D 0 
ぷっぴん かいそうかこう

木簡に書かれた物品をみると、米や豆、肉や魚、海藻や加工

養為んなど、様々な食材が都に篇けられたことがわかるよ。

あれ？よく見ると、今でもその土地の名物になっているもの

があったりしないかな？探してみて！

・$・図示したのは物品の一部です。
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1300年間紐いtこ-,Ltt.n? 
さきょうさんとうにぽう

これは、平城京の左京三条二坊に住
キぞく ながやおう

んでいた貴族•長屋王の住まいの発掘

調査でみつかった木簡。長屋王の住ま
けうり

いにトウガン（毛瓜）やミョウガ（忍義）

のつけものが届けられた時の送り状な

んだ。一番右側の列の文字を読んでみ
かすつ さけかす

ると、「加須津毛瓜」。つまり、酒粕に
っ
漬けたトウガンのつけものと考えられ

ならづけ

るんだけど、奈良の名物・奈良漬のご
せんぞさま

先祖様と言えるんじゃないかな？！

ひがしいち にしいち うんえい

平城京には「東市」「西市」という、国が運営する市場＝スーパー
ヵいぎょう にちぽつ

マーケットがあったんだ。開業時間は正午から日没まで。正倉院

には、平城京の市で買い物したと考えられる記録が残っていて、

どんなものがいくらで売られていたのか、知ることができるよ。
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木簡に書かれた食品の中か
いっぴん

ら、特に珍しい逸品をご紹介。
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